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Synopsis: Cytokine is a class of substances that deˆned as small proteins or biological factors
(in the range of 520 kD) that are released by cells and have speciˆc eŠects on cell-cell interaction,
communication and behaviour of other cells (this deˆnition quoted from online medical dictionary
http://cancerweb. ncl.ac.uk/cgi-bin/omd?cytokine). In this paper we investigate productivities of
the four cytokines gamma-interferon: IFN-g, and three interleukins: IL2, IL4, and IL10, by T
cells and immunological activities of those cytokines. The productivity changes of those cytokines
for having spores of Bacillus subtilis var. natto are measured by using the ELISA method (En-
zyme-Linked Immuno-Sorbant Assay). The eŠect having spores of Bacillus subtilis var. natto is
tested for two groups of people, namely, healthy people and pollinosis patients. Original quantities
measured are not good feature so that the treated quantities, variation rate of produced amounts
which calculated on the assumption where total amount of produced cytokines are normalized into
unity. The treated quantities yield the classiˆcation criterion into two or three groups.
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れた cDNA 量を測定するため，多数のサンプル細胞から mRNA を抽出して PCR (Poly-



















て示したものである。破線は摂食前を，実線は摂食後を，患者 1，2 は健常者を，患者 3，4
は有病者をそれぞれ示す。図 2 は，図 1 のデータから変化量を算出した結果を示す。破線は
実験値そのままで変化量を算定した場合で，実線はサイトカイン総量を 1 として相対値で変
化量を求めた結果を示す。
図 3～6 は，花粉症患者 6 人の末梢血液中のサイトカイン量を測定したデータを示す。図 3
は摂食前，図 4 は摂食後の各サイトカインの分泌量を患者毎に示す。図 5 は実験値から算定
された変化量を示し，図 6 はサイトカイン分泌総量を 1 と見なして算定した変化量を示した。
図 2 については，健常者と有病者を比較すると，抗炎症性のサイトカイン[7]と細胞新生に
関わるサイトカイン[8]が健常者に少なく，炎症性のサイトカイン[9]が有病者に少ないとい







図 3 と図 4 を比較すると，二つのパターンが存在するように見受けられる。図 4 の患者 1，




図 花粉症患者 6 例の摂食前のサイトカイン分泌量
（図 3～6 の横軸は，1IFNg, 2IL2, 3IL4, 4IL10を示す。）
















患者 1 IFNg IL2 IL4 IL10
IFNg 1
IL2 0.130435 1
IL4 0.06524 0.782465 1
IL10 －0.08348 －0.90162 －0.96525 1
患者 2 IFNg IL2 IL4 IL10
IFNg 1
IL2 －0.97381 1
IL4 －0.97271 0.767369 1
IL10 0.93111 －0.69143 －0.9884 1
患者 3 IFNg IL2 IL4 IL10
IFNg 1
IL2 0.995516 1
IL4 0.817047 0.767369 1
IL10 －0.74336 －0.69143 －0.9884 1
患者 4 IFNg IL2 IL4 IL10
IFNg 1
IL2 －0.375 1
IL4 0.162478 －0.03704 1
IL10 －0.46154 0.113821 －0.59886 1
患者 5 IFNg IL2 IL4 IL10
IFNg 1
IL2 －0.99837 1
IL4 －0.99276 0.997801 1
IL10 0.957299 －0.97123 －0.98457 1
患者 6 IFNg IL2 IL4 IL10
IFNg 1
IL2 －0.82235 1
IL4 －0.97878 0.910794 1
















この数値相関 C(x, y)は x＝y の時最大値 1 を取り，x＝－y の時に最小値－1 を取る。数値相
関は有界である，即ち－1C(x, y)1 となっている。|x/y|≪1 或いは|y/x|≪1 の時は数値
相関の値は 0 に近い。この数値相関 C(x, y)で得られた値を x と y の相関値と呼ぶことにする。




が 1 の時は 2 つのサイトカイン分泌量の変化率が同じ方向に同じ程度変化していることを意
味する。相関値が－1 の時は 2 つのサイトカイン分泌量の変化率が反対の方向に同じ程度変化
していることを意味する。そして。相関値が 0 に近い時は一方のサイトカイン分泌量の変化
が殆ど無く，他方のサイトカイン分泌量の変化があること意味する。
この数値処理の結果，従来の Th1/Th2 比率の増加が見られて症状が改善した患者 2，5，6
のグループは，IL2 と IL4 の 2 つと，IFNg と IL10の 2 つの間の相関値が全く同じ場所で
現象を示し，患者 1，3，4 のグループにはその規則性はなく，IL10と他のサイトカインとの
相関値が特徴的に変化しているように見受けられる。図 6 で系列 4 のみが特殊に見受けられ
たが，Th1/Th2 増加率の有無に対応して，臨床症状が改善した例は，（IL2，IL4）ペアと








Th2 比率の増加を伴わない改善のパターンが患者 1，3，4 に示された。この 3 例のデータを
さらに詳しく調べると，患者 1 は図 3，4 より IFNg の分泌量が小さく患者 4 と似ている結果
になったとも考えられ，患者 3 は患者 1，4 の間に入るような変化であるかも知れない。相関
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